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気仙沼市教育委員会



は じ め に

昨年3月の塚沢横穴古墳群B地区発掘調査報告吝につづき、今回内の脇2号貝塚の調査魯

を発刊することになりましたが、本文にありますように貝塚の所在地は気中前の通称市民グ

ランド、正式名気仙沼公園下の鶏洋水産（旧大洋淮業）社宅にある遺跡である。

今でこそこの南ケ丘一帯は海岸線からoOOmも離れ、歩いて10分はかかる商台になったが、

5.000年前はこの辺の下方に渚があり我々の祖先が魚をヤスでつき、鹿の角製のツリ針でつり

上げ、貝をひろい、 また山野をめぐって狩猟、果物の実を採り、どんぐ りなどの実をす リつ

ぷしてクッキー状にして焼いて食べるなど、原始生活をしていた ことは貝塚に残っているマ

グロ、スズキ、イノシシ、鹿の骨、アサリ、ハマグリの貝、ヤジリ、石斧、石皿等から容易

に推察されることです。

思いおこせば松川沖、本町沖という言葉に表徴されるように、気仙沼の歴史は埋め立ての

歴史と言えます。

気仙沼窯業北の松川住宅上の高台に市内の代表的な城 （館）赤岩J-成があ って要害の地el
)
 といわれたのは、後に山を背負い前が海で難攻不落の館であ っ たとされていること '•'

② 滝の入鈴木左夫氏（家号 • お屋敷）所蔵の古文杏気仙沼本郷旧事記によると、340年

前には三日町、新町の両側の山をけずって海を埋めて今の大通リをつ くったと記録されてい

ること。

③ 約30年前は今のオイルタンクが並んでいる朝日町から川口町、潮見町一帯が田であ り

塩田跡であり、アサリのとれる浅海であった ことe また、鹿折の中心地浜区一帯が塩田跡だっ

たことも地図、写真等で記録されているし、記憶に新しいことです。

今後も我々の気仙沼は発展を続けることでしょうが‘‘先祖をうやまい後につづくものに愛

郷精神、、を目的に発刊したこの小書が大いに活用されることを期待してお りますっ

最後になりましたが、この調査報告書を発刊するにあたり宮城県教育庁文化財保護課の指

遜を仰ぎましたが、特に阿部恵先生の指遅をいただきました。その他 7 • 8月という猛暑の

中で作業をされた調査貝の先生方、協力貝、文化財保薮審漆会委貝、また、土地所有者の大

洋悌業時に原く感謝と敬意を表する次第ですC'

l 

昭和57年3月

気仙沼市教育委員会

教育長 清 原 正 之



例呂

l、本書は、宮城県気仙沼市南ケ丘一丁且56番地 （大洋漁業株式会社所有地）に所在する 「内

の脇2号貝塚」の発掘調壺概報である。

2、本害の執筆 ・編簗は気仙沼市教育委員会社会教育課文化体育係斉藤武彦係長、鈴木実夫技

・ 師が担当し、図版作成之鈴木実夫が担当ポ総務課山内道明上事の協力を得た。

3、本書で使用した 5万分の 1の地形図は北海道地図株式会社仙台支店が建設省国土地理院の

承認を得て複製した 「気仙沼全図」 を使用した，、
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調査要項

l、遺 跡 名 内の脇2号貝塚 （宮城原遺跡地名登蔽番号59034)

2、所 在 地 宮城県気仙沼市南ヶ丘一丁目56番地他

3、調査年月日 昭和55年 7月24日~8月7日

4、調査対象面稽 約200m~

5、調査主体者 気仙沼市教育委員会 （教育長消原 布 之）

6、調査担当 者 気仙沼市教育委貝会社会教育課

7、調査指導 宮城梨教育庁文化財保護課技師阿部

恵

8、調 査員 小野寺 昭 （気仙沼市立月立小学校教諭）

奥原道樹 （気仙沼市立鹿折中学校教諭）

尾形律行（気仙沼市立落合小学校教諭）

後藤幸雄 （気仙沼市立気仙沼小学校教諭）

今野 堂（気仙沼市立大島中学校教諭）

鈴木実夫（気仙沼市教育委員会社会教育課技師）

9、調査事務局 気仙沼市教育委員会社会教育課

呻o;i< 長千葉貫―

文化体育係長村 上 敏 (55.7 .31まで）

同 斉藤武彦 (55.8 . lから）

同 主事熊谷和彦

10、調査作業員 三 上博明 ・ 小松 英括 ・ 広瀬宜則 •藤田慶蔵

男虎真 人・斉藤伸介 ・臼井 靖 • 佐藤和弘

11、調査協力 気仙沼市建設部土木課

大洋樵業株式会社気仙沼支店

東北地建気仙沼出張所
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I、調査に至る経過

内の脇2号貝塚は、 市内の中心地に隣接する海岸段丘上に所在する遺跡で、内の脇 1号貝塚

とともに以前から市民に知られてお り、昭和43年 1月11日に南最知遺跡、内の脇1号貝塚等6

遺跡と同時に気仙沼市史跡として指定されていろ。

・ 造跡の所在する段丘は、住宅を建てるのに適した丘陵で、市街地に近いこともあ り、年々住

宅が密集し、遺跡の大半がすでに破壊されている。

昭和39年、住宅密集に伴ない住民が市道西風坂支線改良の要望をだし、昭和45年3月には市

議会に請願書を提出、同年1()月市諮会で採択された。諸願の内容は｀住宅が多 く造成されたに

もかかわらず市道西風坂4号線は車輛が入れず、火災発生時における災宙防止ならびに小 ・中

学校児堂の通学上からも改良方を要望すると いうものであった。採択後、市建設部土木課が担

当し、測蟄、現地踏査が進められた。

昭和55年 1月29日市長より教育長に 「内の脇2号貝塚区域に係る市道改良工まについて」と

いう協議文書が提出された。工事の具体的内容は現在ある道路を幅員3~4mに拡張するもの

で全長268mに及ぶものである。この工事計画区域は内の脇 2号貝塚内に含まれ、と くに南ケ丘

一丁目56番地 （大洋漁業株式会社所有地）は気仙沼市指定史跡になっているため工事担当の市

建設部土木課と教育委員会社会教育課がエ車計画を変更できないかどうか協議したが、住宅の

間のせまい空間を追っている道路であり、また10年前から地域住民の切望であることから、や

むを得ず、恵前調査を実施するこ とになった。

II、位置と環境

内の脇2号貝塚ぱ気仙沼市南ケ丘一丁目56番地 （大洋漁業株式会社所有地）他に所在するc

国鉄気仙沼線南気仙沼駅の北約500mに位置し、安波山麓から気仙沼湾に突出するように南に延

びる標高25~40mの海岸段丘及びその周辺の斜面に立地する。この海岸段丘のすぐ下まで海に

なっていたが年々埋め立てられ、周囲は市街地になっているe 北は三円町、 八日町、東は南町

の中心街に隣接し、すぐ西に大川が流れ沖租平野が広がっている。

内の脇 l • 2号貝塚の所在する南ケ丘 ・内の脇地域は海岸段丘の南端に位固し、気仙沼湾を

一望でき、また市街地に近い良い環境にあるため早くから住宅が密果し建てられている。貝塚

のすぐ北には気仙沼公園 ・市民会館 ・図書館 ・気仙沼小 ・中学校 ・中央公民館等があり文教関

係の中心地域でもある。

今回調査を実施した地区は海岸段丘から南西に突出した小丘陵の北西斜面に形成された貝塚

-,-，、丘陵鞍部は以前畑地及び墓地に使用されていたが、殻近住宅が多く建てられている。 こ0)
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地区の他にこの小丘陵0)南東斜面、さらに小丘陵先端北西斜面の山林及び荒地内に貝塚が確黎

されている。しかし北東側は宅地造成及び昭和45年の気仙沼公園造成工事の際に多呈に盛土さ

れたらしく旧状をとどめていない。

昭和38年10月に東北大学教育学部平重道教授、同加藤講師の指導のもとに気仙沼高等学校社

会部が内の脇A地点 (1号貝塚）、 B地点 (2号貝塚）の発掘調査を実施している。その報告に

よればB地点は最も重要な地域と思われる所に南北2m、東西4mのトレンチを設定し調査、

大木5、6、7式0)縄文土器が出土した。現在、当時の明確な発掘地点を確認できないが、今

回の調査区の西側の傾斜地と思われる。

本貝塚の東約lOOm、同じ海岸段丘の先端近くの南急斜面に内の脇1号貝塚がある。気仙沼高

等学校の調査報告によると堀之内式、加曽利B式の土器を出土する縄文中期から後期にかけて

の貝塚である。現在周囲は住宅で問まれ、市立内の脇保育所のすぐ東斜面及び幸町三丁目29の

1番地の荒地だけが、かろうじて残っている状態であり、この部分も年々地滑り等により貝層

が露出し、少しずつ破壊されている。

また本貝塚北lOOmに気仙沼小学校前遺跡があったが、気仙沼公固が造成された時消滅した。

気仙沼沌をはさんで対岸には、東から気仙沼湾に突出する標高30mの海岸段丘上の丘陵鞍部及

び縁辺斜面に貝塚を形成した浦島貝塚がある。昭和38年に鼎が浦高等学校社会班によって調脊

が行われ、その報告によると縄文前期から晩期にかけての貝塚である。

さらに気仙沼湾には磯草貝塚、裏方貝塚、西中オ貝塚、田柄貝塚、南最知貝塚、石甲貝塚等

の多くの貝塚が確認されている。

III、調査経過

7月221:J 市建設部上木課と調在員及び市教育委員会で現場打合せ。

7月24日 調査区域内に多堂のゴミがすてられていたので、その消掃作業と草木の伐採作業を

行う。ゴミが想侮以上に多塁であり、ゴミの整理にこまったが市土木課のダンプカ ー

で運搬。

7月25Fl 清原正之教育長、小山正平市文化財保護審議会副委貝長が来跡し、発掘開始式を行

う。調査区を改良される道路上に設定する。市土木課で打った基準杭にあわせて I区一

1¥咽を設定。 I • If 区の掘りこみ。表土にゴミが多足に入ってお り 、 15~25cmで地山

確認。 I区は中央部に段差があり、上段に南北に鉄製の水道管が埋められ東西にプラ

スチック製の下水管がl・Il区を貫き、さ らに田・IV区にのびている。 n区の南側大
洋漁業社宅側は造成の際、50cm程盛土されている。

7月26日・II区北西隅に、にごったあま石層確認。この層よ り縄文土器片6点出土。 1ll区掘り
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こみ開始。急傾斜でおちこんでいる。多盤に盛土されている。

7月28日 県文化財保護課阿部恵技師来跡、指導を受ける C II区包含暦よ 1) 大木 4 • 5式の錘

文土器片20数点出た。包含暦が北側にのびているかどうか確認するため改良工宰区外

にV区・VI区を設定。

7月291::l Ul区の客士が非常に厚いためIV区にバックホーを入れ、客上の確詔をする。 III区で

2 m50cm、IV区で 2m70cm の客土が確認できた~ JJ 、 Ill 区の境のセクシコン実例。 V

区掘りこみ、東側は表十．下すぐに地山『餌忍。

7月30日 V区西側で包含陪検出。VI区掘りこみ、東側で地山確認。

8月］日 VL区包含暦確認、 V1区内で消えている。 U•ITT区包含層掘 り こみ。

8月2日 Il . 田 ・V区包含層は 3陪に区分される。3僭上面で焼土確言葱。石匙 l点出土。地

形測菫終了。市文化財保蔑審議会委員来跡、指導助言をいただく。

8月3日 雨天中止。

8月4日 ＼引区は包含層の確認だけでとどめ埋戻す。V区は包含層を掘りこむ，

8月6日 TI • 田区包含層4b層ドに混土貝暦検出、写真、図面をと り貝層部分収納。

8月7日 II・III・V区埋め戻し調査を終了する。

IV、調査の成果

すでに述べたように、本遥跡の一部が市道改良予定地にかかるために、 これに対応して車前

に調丘することになった。調査区は改良工事基準杭を利用して設定した。

I区 丘陵鞍部付近に srnx5mの調査区で、所々地山が函出してお り、わずかに表土が残っ

ている所でも、表土中にゴミを多星に含んでいた。遺物は出土しなかった。

II区 1omx 5 m、やはり表十．層にゴミを多量に含んでいる。 田区に近づくにしたがって表

土層も厚くなり、表土屈下に小石を多く含む暗褐色土が堆稼し、その ドに地山が確認された。

暗褐色土層中より渦巻文と磨消縄文の小片が出土した。 1ll区寄り3m付近で地山が急におち こ

んでおり 、この地点より fII区の方向に逍物包含暦がのびている。

m区 7mx5m、II区よ りさらに覆上が厚く 、地表下約50cmで包含陪が確認されたC Ill区

途中から土地造成の際に包含唇が削りとられ、さらにその後客土した様で、 1m以上も序く客

土されていた。包含層は細分すると 4層 (4a、4b、4d1、-ldi)に区分され、4b陪よ り多足の土

器が出土した。

IV区 9mx5m、II区途中から地山がおらこみ、さらに田区途中から 1m以上も客土され

ているので、パックホーを入れ粗掘を行った。 土地造成の際に一担削った後 2m70cmも客土し

てあった。 客土下は地山で、遺物は出土しなかった。
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V区 12mx 3 m、 I ~IV区と平行に東に3mはなして設定した。丘陵鞍部付近はゴミ を多

足に含む表土層下にす ぐ地山されたが、北に下るにしたがって表土層や暗拭褐色土層が残って

お り 、さ らに その下 （地表下約30cm) に遺物包含陪があった。 土色及び遣物とも 1 • U区の包

含回の延長と思われ、やは り4b層が最も選物を多 く含んでいた。

VI区 7mx3m、V区のさらに東3mに平行に設定した。北先端部でV区の延長と思われ

る包含層を確認した。包含層を掘りこまず、埋戻した。

1、遺物包含恩 （第3 4 • :i • b図、写真10・11)

u区の途中からIII区の方にのび、III区で削平され、IV区で消滅している。東西の広がり につ
いては、11・Ill区の西側は大洋漁業の社宅になっており、土地造成の際にII区付近で約50cm、

田区付近で約 1m客土してお り包含屈は客土下につづいているものと思われる。また=¥'l区の東

側については、VI区で確認された包含陪が北の方向にまがっていく様子であり、谷地の根付近

の地形から考えても、それほど東側にのびないものと思われるe 今回調査で確認した遺物包含

庖の範問は束西約17m、南北10m程であった。

遣物包含唇中よ り出土した遠物は、 4a層から波状口縁で口縁下にそ角形に連読刺突をほどこ

し、その下に比較的折り目のついた山形貼付文のもの（写真10の1)、折り返し口緑でその部分

に縄文を押捺したもの （写真10のZ)等があり、全体的には遺物且は多くない0 4b層からはLJ

緑部に波状に粘土紐を貼付けたもの（写真10の6)、ポタン状の貼付文 （写真10の10・11)、竹管

によって沈線文が体部に施文されているもの（写真10の9)、貼付文に刻みを入れたもの（写真

100.) 5・7)等が出土しており、約500点出土している。また石鏃1点（写頁10の15)、石匙2点

（写真10の16・17)も出土した。 4d層からは細粘土紐を波状に貼付けた もの（写呉10の13)、ロ

縁部に比較的幅の広い粘土紐を波状に貼付けたもの （写頁10の14)等が出土しているが、足は

あま り多くない。

2、貝層 （第3・4図、写真]2) 

III区の遺物包含隈4b屈と4d陪0)間に厚さ10cm程の混土貝唇が東壁寄りと西壁寄りの ？ケ

所に確認された。 調査区中央で切れてはいるが、上下の陪及び貝層の構成等似てお り、同時期

のものと思われる。貝は福8cm前後のウチムラサキガイと幅 5cm前後のカガミガイが圧倒的に

多く大部分をしめ、形も くずれていない。その他アサリ、カリガネエガイ、マガキ、イシダタ

ミ、スガイ、・レイシガイ、アカニシ等が含まれている。魚骨も多く含まれてお り、マグロ、 カ

ツオが圧倒的に多く、次にスズキ、マダイ、クロダイ、アジ、サバ類が多 く、まれにサメ類、

サケ、アイナメも少塁であるが含まれている。猷骨はほとAどな く、イノ シシ、シカが極少娯

見られる。骨角器もイノシンの牙をけずったと思われるもの1点だけ出土した。土器は細片が

約30点含まれている。
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ま と め

内の脇2号貝塚は気仙沼湾に突出した海岸段丘上及びその縁辺の北 ・南斜面に貝塚を形成さ

れた遺跡で、そのうち今回調査対象地は北斜面の遺物包含屈及び貝塚の一部である。遠物包含

暦の時期は 4d暦が大木4式、 4b陪は大木 4式から大木6式、 4a暦は大木5式から大木7式と

'思われ、包含層の上部の暗褐色七層からは大木8b式の縄文土器片も出土している。 貝層は 4d

暦と 4b屠の間に位四していることから縄文前期後半と思われる。貝は内湾の潮間帯の砂泥に

棲息する ものが圧倒的に多く 、まれに岩礁に棲息するものも含まれる。獣魚骨については、マ

グロ、カツオ等の魚骨が大部分で、獣骨がほとんど含まれていないのが特徴といえる。
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第 1図 内の脇 2号貝塚位置図及び市内貝塚分布図
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第 2図 調査区と周辺地形図
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第 4図 II・ill区東壁セクション図
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第 5図 V区西壁セクション図
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写真 1
調査区及び
作業風景

写真 2

l・1J区
作業風袋

写真 3

II・ill区断面
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写真 4

皿区検出貝層

写冥 5

m区貝層断面

写真 6
土器出土状況
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写哀 7
m区
石匙出土状況

写真 8

V区全景

写真 9

VI区全袋
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写真10皿区出土遠物
1・2 4 a層出土 3-11 41,1(,i出土 12-14 4 d層出土
15 石銭4b層出土 16・17 石匙4I戊り出J:
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写頁11II・V・VI区出土土器
1、- 3 fl I幻培黄褐色J:悩出J.: 4-5 I]区4l澤 li'i土
6 -10 ¥'区4Iヽ層出上 II \J 区 4a~出七
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写真12貝層出土の主な貝

l ,.., ・f-ムラ→キ
4 .. リカクエカイ
7 スクイ

イ

ー
ガ
ぶ

~

．`：キ．`
＇

~

”
ウ
イ

ム？

i
、

/

2
5
8
 

3 -・t'-IJ6 {シクダ i
9 ,. カニシ

-17-



宮城県気仙沼市文化財調査報告書第4集

内の脇2号貝塚発掘調査概報

昭和57年3月30l::l 印刷
昭相57年3月31H 発行

発行宮城県気仙沼市教育委員会

盆城県気f出沼市八0町ーrill品l月
〒988 ,t詰 022622-6600岳汽

印刷有限会社光_;.: 堂印刷
気 j, ; 且rli田谷 5番 .tt;. l 

〒988 ''-話 022024-3939品；t


